
指導主事の模擬授業や各教科等に分かれてのグループ懇談を通して、 らいを明
確にするという視点から、子供たちが資質・能力を育むための工夫や教師の支援につい
て考えました。

第１回授業づくり研修会 令和６年５月1５日（上伊那地区）17日（諏訪地区）

大事な が溢れる授業づくり

今まで、 らい、めあてというも

のが具体的につかめていませんでした。

子供役になっての模擬授業や解説がと

ても分かりやすかったです。学習指導

要領で目標や指導事項を確認

し、授業での子供の姿をイメ

ージして授業を構想したい

と思いました。

「なぜ」「どうして」「やってみた

い」という子供たちの疑問や がい

を引き出すことの大切さを感じました。

単元で育む資質・能力を明確にして、

子供たちが疑問や願いをもって

主体的に学んでいける授業の

導入や活動を考えていきたい

です。

「ねらいを明確にする」ってどういうことなのかな？～模擬授業を通して考える～

自分のやりたいこと、思い描いていること

を否定せずに受け入れてくれたので、本音

（ほん ）で話しやすく、普段あまり相談

できていなかったところや、言語化できな

かった部分についても理解することができて

とてもよかったです。

「ねらいを明確にした授業」を実際に構想してみよう～グループ懇談を通して考える～

「子供だったらどう考えるのだろう」「この授業のねらいは何だろう」「ねらいを達
成するためにどう支援すればよいのだろう」等、やわらかい雰囲気の中で真剣に語り合
う先生方の姿が印象的でした。ねらいを明確にし、それを具現した子供の姿を具体的に
イメージして支援を考えていくことが、授業改善につながっていくと思います。

（参加者の感想） （参加者の感想）

（参加者の感想）

参加者の先生が子供役になって考えたり、自分の考えたことを発表したりする姿
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（問合わせ先） 

担 当 南信教育事務所 学校教育課 

  宮坂、垣内 

電 話 ０２６５－７６－６８６０ 
メール nanshinkyo-gakko@pref.nagano.lg.jp  

 

 

令和６年度 諏訪・上伊那地区授業づくり研修会（臨時的任用教員研修会）年間要項 

長野県教育委員会事務局 南信教育事務所 

 

１ ねらい  教育公務員の責務や心構え，学習指導及び生徒指導等の研修を 

とおして，教員としての使命の自覚と職務能力の向上を図る。 

２ 主 催  長野県教育委員会事務局 南信教育事務所 

３ 対 象  諏訪・上伊那地区の小学校，中学校，特別支援学校の臨時的任用教員， 

採用年数３年程度の教員で，希望する者 

４ 研修概要 

 期 日 ※2会 場 内   容 

プ
レ 

※1４月９日（火） 
16:10～16:45 

オンライン 

１ 情報交換会 
 ・スタートに当たっての不安や悩み等についての懇談 
２ 授業づくりのスタート 
 ・授業づくりの参考になる情報の提供 

第
１
回 

５月 15日（水） 
14:00～16:45 

伊那合同庁舎 

１ 教員としての基礎（教職員としての姿勢・心構え） 
２ 授業づくりの基礎Ⅰ 
・ねらいを明確に、めりはりをつけて、ねらいの達成を
見とどける授業について考える① 

３ 教科別演習（グループ懇談含む） 
・持参した授業構想シートを基に教科ごとに構想 
・日頃の取組や悩み等についての情報交換 

５月 17日（金） 
14:00～16:45 

諏訪合同庁舎 

第
２
回 

６月 18日（火） 
14:00～16:45 

伊那合同庁舎 
１ 授業づくりの基礎Ⅱ 
 ・ねらいを明確に、めりはりをつけて、ねらいの達成を

見とどける授業について考える② 
２ 教科別演習（グループ懇談含む） 
・持参した単元・授業構想シートを基に教科ごとに構想 
・授業づくりの取組や悩み等についての情報交換 

６月 17日（月） 
14:00～16:45 

諏訪合同庁舎 

第
３
回 

８月 20日（火） 
９:00～11:45 

伊那合同庁舎 

１ 授業づくりの基礎Ⅲ 
・ねらいを明確に、めりはりをつけて、ねらいの達成を
見とどける授業について考える③ 

２ 教科別演習 
・２学期に実践したい単元・題材について教科ごとに構想 

第
４
回 

11月 18日（月） 
14:00～16:45 

伊那合同庁舎 

１ 授業づくりの基礎Ⅳ 
・授業のユニバーサルデザイン化について考える 

２ 教科別演習 
・これから実践したい単元・題材や，これまでに行った授
業の振り返りから来年度に向けた授業を教科ごとに構
想 

11月 19日（火） 
14:00～16:45 

諏訪合同庁舎 

※開催期日，会場とも，参加者の所属地区に関係なく，都合の良い方を選んで参加していただけます。 

５ その他 

(1) 各開催日の 1 か月前を目途に，各校に開催要項をメール配信します。参加希望者は学校長の許

可を得て，その都度，Googleフォームに必要事項を入力し，申込期日までにお申し込みください。 

(2) 旅費については，県費の常勤講師については，県の旅費より支給します。市町村費の臨時的任用

教員は，学校長を通して市町村（組合）教育委員会と相談してください。 

(3) 授業づくり研修会参加後に要望があれば，学校訪問をし，実践を通して支援を行います。 

 

授業づくりについて 一緒に考えませんか 

申し込みの締切は、６月12日（水）です。一緒に学びましょう！

済

第２回の追加申し込み
は、こちらから ➡➡➡



令和６年５月23日 学校人権教育研修・連絡協議会【南信地区】

人権教育の充実に向けて

３

【内容】
〇学校人権教育研修
・人権教育の目指す方向について
・講演会 「イランカラㇷ゚テ！」
講師 関根 摩耶さん

（公益財団法人アイヌ民族文化財団アドバイザー）

〇学校人権教育連絡協議会
・各校の人権教育の取組についてのグループ協議
〇市町村連絡会
・市町村ごとに分かれての情報交換

アイヌの言葉や文化の温かさに
ついて語る講師の関根さん

講演会の様子

【感想記入用紙より】
講演会から学んだこと

肩書があることで考える余地がなくなると
いうお話にハッとしました。教師はどうして
も「この子はこんな子だ。」と決めつけてし
まいがちですが、子どもたちに教える
立場の教師こそ、決めつけることなく
接することが大事だと感じました。

各校の情報交換を通して

「私は教科書の中の人ではない」と「※あけぼの」の中で語っておられる関根さんです
が、目の前で明るく楽しそうに語る関根さんの一言一言を、まさに生きた言葉として受け
止め、自分のこれまでの生き方について見つめ直す参会者の姿が多く見られました。
協議会では、人権教育の取組についての情報交換を通して、他校や市町村とつ

ながり、自校での取組に広げていこうとする姿が多く見られました。自校での人
権教育を通して、どんな子どもたちを育みたいのか、人権教育の全体計画を全職
員で共有し、学校全体で人権教育の充実を目指していきましょう。

関根さんが楽しそうに誇らしげに話す姿を
見て、自分らしく生きていくことの素晴らし
さやうらやましさを感じました。アイヌにつ

いて知らなかった面も含めて、自分ら
しく生きるためにどうするのかを子ど
もと一緒に考えたいと思いました。

忙しい毎日ですが、まずは、全職員が人
権の視点をもって学校生活を送っていくこ
とが大事かなと思いました。大きな取り組
みではなく、日々の生活にプラスし
て、どう人権教育を取り入れていけ
るかを話題にしようと思いました。

各校の活動を知る機会はあまりないので、
貴重な時間になりました。活動の目的を明確
にし、そこに向かって活動を充実させること

が、子どもの人権感覚を育むために大
切だと思うので、芯をしっかりともっ
て、活動していきたいと思いました。

情報交換の中で、「どうやって講師の方を探せばよいの
か困っている」というお声をいただきました。講師の講演
を希望される場合は、「地域人権ネット」を参考にするか、
心の支援課にご相談ください。

また、人権教育を進めていく上で、困ったり迷ったり
したときには、本会で配布しました「人権教育指導資料
集（通称：赤本）」を参考にしてください。

地域人権
ネット
（県教委HP）

学校における人権教育の推進の際に参考になる資料等を紹介します

人権教育
指導資料集
（県教委HP）

※「長野県同和教育推進協議会」発行

「校種間相互の連携を進めることで教職員の人権意識を高め、各学校での人権教育の充
実を図る」ことをねらいとし、諏訪・上伊那地区の小・中・特別支援学校の人権教育担当
の先生方が総合教育センターに集まり、研修会が行われました。



「ちょっと読んでみよう」（資料紹介）

『令和６年度 教育課程編成・学習指導の基本』(通称：青本) PART３

本号では、「教育課程編成・学習指導の基本」の中の、「４ 学習指導

改善の重点の（１）主体的・対話的で深い学びの実現に向けて」について

抜粋して掲載します。

４

こちらよりダウンロードできます



５


